種子島方言のあいさつ表現法研究(part 2・前編)(人文・社会科学編) by 瀬戸口 修 et al.
・はじめに
前回,    1で示した, 瀬戸口修 (1977) の ｢あいさつ表現法｣
(注２)
の記述をうけて, 過去三年
間 (2003～2005) に行った, 夏季のフィールド・ワークの成果を比較・対象させ, 提示するこ
とをめざす｡
その際, 最も関心をよせたのは, 古い表現形式が, 現在どの程度, 残存 (  遺存) してい
るのかという点であった｡
以下, 分析の作業手順を示す｡
しかるに, 今回は, 紙幅の制限を考慮して, (二) 実態の記述までを記すことにする｡
(一) ここ３年間のフィールド・ワークについて
―― 概要と実態 ――
１. 概要
・調査年月日
① 平成15年度 (2003)
ｏ第１回目・・・2003年８月９日～８月12日 (３泊４日)
ｏ第２回目・・・2003年８月16日～８月23日 (７泊８日)
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―    ― (前編)                                                                             
―     ―
瀬戸口 修              
本稿は, ｢種子島方言の文表現法研究｣の一環としてとりたてられた, 瀬戸口 (2004) ｢あいさつ
表現法―    1―｣
(注１)
に続くものである｡ 過去３年間の, 夏季のフィールド・ワークの成果をここに
提示する｡
今回は, 紙幅の制限を考慮して, その前編として, (二) の実態の記述まで提示し, それ以降の
(三, 四, 五) の分析・考察は, 次回に後編として, 譲ることにする｡     ：あいさつ表現法, 新旧の表現形式の消長, 表現心意, 地域差｡
＊調査地点 (１市２町) ・・地図参照
南種子町・・上中・西之・茎永・平山・島間・大川
中種子町・・野間・田島・浜津脇・油久・増田・納官
西之表市・・西之表・国上・伊関・安納・安城・立山・古田・現和
② 平成16年度
ｏ第１回目・・・2004年８月７日～13日 (６泊７日)
ｏ第２回目・・・2004年９月２日～７日 (５泊６日)
③ 平成17年度
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ｏ第１回目・・・2005年８月11日～16日 (５泊６日)
ｏ第２回目・・・2005年８月27日～９月２日 (６泊７日)
・調査方法・・・質問表による直接面接法
・調査項目―― ｢質問項目一覧｣ ――
１. 朝のあいさつ ＜おはようございます＞
２. 晩のあいさつ ＜こんばんは＞
３. 昼間のあいさつ ＜こんにちは＞
４. 通常の出会い (＝時が不定) のあいさつ
ａ. 久しぶりの出会い
ｂ. 日常の出会いがしらのあいさつ
５. 訪問時のあいさつ
ａ. 訪問客→家人へ ＜呼びかけあいさつ＞
ｂ. 出迎えのあいさつ
６. 別れ (＝辞去) のあいさつ
ａ. 訪問客→家人へ
① ＜また, 会おう＞
② ＜明日, 会おう＞
③ ＜後で, 会おう＞
ｂ. 家人→訪問客へ ＜応答のあいさつ＞
① ＜また, 来なさい＞
② ＜お元気で＞
③ ＜どうも～～＞ (＝失礼)
④ ＜お疲れさま＞
７. 謝辞のあいさつ
ａ.＜大きに＞
ｂ.＜ありがとう＞
８. 仕事から先に帰る時のあいさつ
９. 詫びのあいさつ ＜＝謝罪＞
10. 座・席などを勧める時のあいさつ
11. 帰宅を告げる時のあいさつ
12. 食事の時のあいさつ
13. 辞退のあいさつ
14. 就寝時のあいさつ
15. 結婚式・祝宴に招かれてのあいさつ
16. 弔問のあいさつ
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(二) 実態の記述 (結果一覧として公表)
(三) 結果から分析され・導きだされるもの
―― 比較・対照 ――
・地域差
・年層差
・男女差
・位相差
・生活体験の濃淡
(四) 今回のまとめ
(五) 今後の課題
・おわりに
―――― △ ―――― △ ―――― △ ―――― △ ――――                
１. 朝のあいさつ
ｏオハヨーゴザイマス｡ (おはよう｡) 国上・立山・古田・浜津脇・島間・住吉・増田・茎永・現和・大川・納官・平山
ｏオハヨー｡ (おはよう｡) 浜津脇・野間・田島・西之・島間・大川
ｏチワー｡ (おはよう｡) 野間
ｏケソー メッカリモーサン｡ (けさは,〈まだ〉お目にかかりません｡〈＝おはようございます！〉)
(昔) 国上・立山・古田・野間・西之・島間・住吉・増田・茎永・現和・納官・平山
ｏメッカリモーサン｡ (〈まだ〉, お目にかかりません｡〈＝おはよう！〉) 田島
２. 昼のあいさつ
ｏコンニチワ｡ (こんにちは｡) 国上・古田・田島・西之・島間・住吉・増田・茎永・現和・納官・平山
ｏキョーワ メッカリモーサン｡ (きょうは,〈まだ〉お目にかかりません｡〈＝こんにちは！〉)
(昔) 国上・立山・西之・島間・住吉・増田・茎永・現和・納官・平山
３. 晩のあいさつ
ｏコンバンワ｡ (こんばんは｡) 国上・古田・浜津脇・田島・西之・住吉・増田・納官・平山
ｏコンニョー メッカリモーサン｡ (今夜は,〈まだ〉お目にかかりません｡〈＝こんばんは！〉)
(昔) 同上・立山・西之・島間・住吉・増田・茎永・現和・納官・平山
ｏコンヨー メッカリモーサン｡ (今夜は,〈まだ〉お目にかかりません｡〈＝こんばんは！〉) 大川
ｏコンヤ メッカリモーサン｡ (今夜〈は, まだ〉お目にかかりません｡〈＝こんばんは！〉) 野間
４. 通常の出会いのあいさつ
ａ. 久しぶりのあいさつ
ｏトードーシカッタ ナー｡ (遠々し〈＝お久しぶり〉かったねえ！) 国上・立山・住吉・大川
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ｏトードーシカ ナー｡ (遠々しい〈＝久しぶりだ〉ねえ！) 古田・増田
ｏトーローシカッタ ナー｡ (遠々しく〈＝お久しぶり〉かったねえ！) 野間・西之・島間
ｏヒサイブリ｡ (お久しぶり｡) 西之
ｏヒサシブリ ナー｡ (久しぶりだねえ｡) 野間
ｏエーッ ヒサシブリ ナー｡ (あら, 久しぶりだねえ！) 増田
ｏヒサシブリヤ ナー｡ (久しぶりだねえ！) 古田・浜津脇・西之・島間
ｏヒサシブリヤッタ ガー, ナゴー アワン ジー｡ (久しぶりだったねえ, 長いこと合わないで！) 島間
ｏオヒサシューゴザイマス｡ (お久しぶりでございます｡〈ねえ〉) 大川
ｏナゴー アワンジャッタ ガー｡ (長いことお会いしなかったねえ！) 大川
ｏナンカ コト アワンジー ナー｡ (長いこと会わなかったねえ！) 立山
ｏメズラシカ ナー｡ (元気でしたか？〈お会いすることが〉珍しいねえ〈＝お久しぶり〉) 田島・西之・島間
ｏゲンキジャッタ｡ (元気でしたか？) 島間
ｏゲンキヤッタ ナー｡ (元気でしたか？) 国上
ｏアバッ ワーモ キトイ｡ (あらまあ, あなたも帰って来ていました？) 住吉
ｏキチェッタ カ｡ (帰って来ていましたか？) 西之
ｏキチェッタ カイ｡ (帰って来ていましたか？) 増田
ｏエー キタ カ｡ (あら, 帰って来たか？) 西之
ｂ. 日常の出会いがしらのあいさつ
ｏドケー イカレモース｡ (どちらへいらっしゃいますか？) 野間
ｏドケー イカレマス｡ (どちらへいらっしゃいますか？) 野間
ｏドケー イキヨール｡ (どちらへ行こうとしているの？) 野間
ｏドケー イキヨ－ル カイ｡ (どこへ行こうとしているのか？) 国上
ｏアバ ドケー イキヨール｡ (あらまあ, どこへ行こうとしているの？) 浜津脇
ｏドケー イク カ｡ (どこへ行くのか？) 島間
ｏドケー イッ カ｡ (どこへ行くのか？) 西之
ｏドケー イッ カイ｡ (どこへ行くのか？) 浜津脇
ｏキョーワ ドケー イッ カイ｡ (きょうは, どこへ行くのか？) 住吉
ｏドケー アッピー イッ カイ｡ (どこへ遊びに行くのか？) 住吉
ｏドケー オジャンス カー｡ (どちらへいらっしゃいますか？) 野間
ｏドケー イタ トカ｡ (どこへ行ったのか？) 島間
ｏドコマデデス カ｡ (どちらまで〈いらっしゃいます〉ですか？) 野間
ｏヨカ テンキ ナー｡ (良いお天気ですねえ｡) 国上
ｏナニ ゴト｡ (何事〈です〉か？) 島間
ｏナイ ゴト カイ｡ (何事〈です〉か？) 国上
ｏキョーワ アツイ ネー｡ (きょうは暑いねえ！) 島間
ｏアツカ ナーコラ｡ (暑いねえ〈もう〉！) 国上
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ｏコンニチワ｡ (こんにちは！) 古田
ｏゲンキヤッタ カイ｡ (お元気でしたか？) 島間
５. 訪問時のあいさつ
ａ. 訪問する側―→家人へ
ｏオジャイモース カイ｡ (いらっしゃいますか？) (昔) 国上
ｏオジャリモース カ｡ (いらっしゃいますか？) 立山・西之・住吉・大川・納官
ｏオジャリモース カイ｡ (いらっしゃいますか？) 野間
ｏオジャンス｡ (いらっしゃる？) 立山
ｏオラレモース カコラ｡ (いらっしゃいますかー？) 野間
ｏオリマス カ｡ (いらっしゃる？) 増田
ｏオリモース カイ｡ (いらっしゃいますか？) 増田
ｏイエー オイ カイ｡ (家にいますか？) 国上
ｏオル カー｡ (いるか？) 野間
ｏオイ カイ｡ (いるか？) 国上・住吉
ｏオイ カー｡ (いるか？) 大川
ｏワゴー オイ カイ｡ (あなたは, いるか？) 住吉
ｏオル カイ｡ (いるか？) 浜津脇・増田
ｏオーイ オル カイ｡ (おーい！いるか？) 浜津脇・野間・田島・島間
ｏオーイ オイ カイ｡ (おーい！いるか？) 島間
ｏオーイ｡ (おーい！) 田島・増田
ｏゴメンナリモーセー｡ (ごめんでさせん！) 増田
ｏゴメンクダサイ｡ (ごめん下さい！) 浜津脇・西之・大川
ｏコンニチワ｡ (こんにちは！) 浜津脇
ｏコンニチワ ゲンキー｡ (こんにはちは, 元気ですか？) 野間
ｂ. 出迎えのあいさつ
ｏオーイ ダイ カイ｡ (はーい, 誰ですか？) 島間
ｏオン ド｡ (いるよ！) 住吉
ｏオン ロ｡ (いるよ！) 野間・住吉
ｏオル ヨー｡ (いるよ！) 増田
ｏイル ヨー, ハイッテ コイ｡ (いるよ, はいって来い！) 島間
ｏオジャリモース ヨ｡ (いますよ！) 住吉
ｏオジャイモーセ｡ (いらっしゃいませ！) 国上
ｏオジャリモーセ｡ (いらっしゃいませ！) 納官
ｏオジャリモーセー｡ (いらっしゃいませ！) 立山・西之
ｏオジャンセー｡ (おいでなさいませー｡) 立山
ｏナニー オジャリモーシタ カ｡ (何の用でいらしゃいましたか？) 野間
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ｏマー ワゴー キタ カイ｡ (あらまあ, あなたは来たんですか？) 島間
ｏイラッシャイ｡ (いらっしゃい！) 西之・大川
ｏナイ｡ (何〈の用事〉？) 野間
ｏナイ ゴト カイ｡ (何事ですか？) 島間
ｏナイ ゴト カー｡ (何事ですか？) 田島
ｏナイ ゴトー｡ (何事？) 浜津脇・島間
ｏハーイ｡ ナイ ゴト カイ｡ (はーい, 何事ですか？) 国上
ｏナンカ ヨー カ｡ (何か用事ですか？) 島間・増田
ｏドーゾ コショー カケヤンセー｡ (どうぞ, 腰をおかけなさいませ！) (昔) 西之
６. 別れ(＝辞去)のあいさつ
イ 訪問客→家人へ
ａ. ＜また, 会おう＞
ｏマタ メッカリモーソー｡ (また, お会いいたしましょう｡) 野間・田島・大川
ｏマタ アイモーソー｡ (また, お会いしましょう｡) 西之
ｏマタ アオー ワイヨ｡ (また, 会うから〈＝さようなら〉) 増田
ｏマタ アオーカラ｡ (また, 会うから〈＝さようなら〉) 立山・島間・増田
ｏマタ コンロ アオーカラ｡ (また, 今度, 会うから〈＝さようなら〉) 島間
ｏマタ アオー｡ (また, 会おう｡) 野間
ｏマタ アイマショー｡ (また, 会いましょう｡) 野間・増田
ｏマタ ナー｡ (また, ねえ〈＝さようなら〉) 浜津脇・西之・増田
ｏマタ ネー｡ (また, ねえ〈＝さようなら〉) 西之
ｂ. ＜明日, 会おう＞
ｏアシタ ヨー｡ (明日,〈会おう〉よ！) 国上
ｏマタ アシタ｡ (また, 明日〈会おう〉) 西之
ｏマタ アシタ ナー｡ (また, 明日〈会おう〉ねえ｡) 浜津脇
ｏアシタ アオーカラ｡ (明日, 会おうから｡) 島間
ｏアシタ メッカリモーソー｡ (明日, お会いいたしましょう｡) (昔) 立山
ｃ. ＜後で, 会おう＞
ｏノッチ ヨー｡ (後 ｢＝のち｣ で,〈＝会おう〉よー！) 国上・田島・西之・島間・住吉・増田
ｏノッチー ヨー｡ (後 ｢＝のち｣ で,〈＝会おう〉よー！) 立山・浜津脇・野間・島間
ｏノッチ ヨナー｡ (後 ｢＝のち｣ で, ねえ！) 茎永
ｏノッチ ヨ｡ マタ クラー｡ (後 ｢＝のち｣ で, また来る〈＝行く〉よ！) 茎永
ｄ. ＜また, 行くから＞
ｏマタ クイカラ｡ (また, 来る〈＝行く〉から〈＝さようなら〉) 国上・立山・田島・島間・住吉
ｏマタ クイカラ ナー｡ (また, 来る〈＝行く〉からねえ｡) 西之
ｏマタ クルカラ｡ (また, 来る〈＝行く〉からねえ｡) 野間
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ｏマタ クッカラ ナー｡ (また, 来る〈＝行く〉からねえ｡) 浜津脇
ｅ. ＜ありがとう＞
ｏオーキン ナー｡ (ありがとうねえ｡〈＝さようなら〉) 島間
ｏオーキニ ナー｡ (ありがとうねえ｡〈＝さようなら〉) 国上
ｏアリガトーゴザイモーシタ ナー｡ (ありがとうございましたねえ｡) 国上
ｆ. ＜お世話になりました＞
ｏオシェワニ ナリマシタ ナー｡ (お世話になりましねえ｡) 国上
ｏヤッカーニ ナッタ ナー｡ (お世話になりましねえ｡) 西之
ｏヤッカイニ ナリモーシタ｡(お世話になりました｡) 増田
ｏヤッカーニ ナッタ ナー｡ (お世話になったねえ｡) 増田
ｏワゼー ヤッカーニ ナッタ ナー｡ (たいへんお世話になったねえ｡) 住吉
ｏゴヤッカイサマデ ゴザリマシタ ナー｡ (お世話さまで, ございましたねえ｡) 茎永
ｇ. ＜迷惑をかけました＞
ｏメーワコー カケタ ナー｡ (ご迷惑をかけましねえ｡) 島間
ｈ. ＜さようなら＞
ｏサヨーナラ｡ (さようなら！) 立山
ｏバイバイ｡ (さようなら！) 立山・浜津脇
ｉ. ＜遊びに来ます＞
ｏマタ アソビー クラー｡ (また, 遊びに来ます！) 島間
ロ 家主→来客へ (応答のあいさつ)
ａ. ＜また, 来なさい＞
ｏマタ オジャリモーセー (ナー)｡ (また, おいで下さいませ｡〈＝さようなら〉ねえ｡) 野間・納官
ｏマタ オジャイモーセー｡ (また, おいで下さいませ｡〈＝さようなら〉) 住吉
ｏマタ コイ ヨー｡ (また, 来いよー！〈＝さようなら〉) 国上・立山・島間・住吉・茎永・納官
ｏマタ イラッシャイ｡ (また, いらっしゃい！) 野間
ｏジャー マタ ナー｡ (では, またねえ！) 西之
ｂ. ＜お元気で＞
ｏゲンキデ ナー｡ (元気でねえ｡〈＝さようなら〉) 国上・納官
ｏゲンキー シチェレー｡ (元気にしていなさい｡〈＝さようなら〉) 立山・西之
ｏマタ ゲンキー シチェレー｡ (では, 元気にしていなさい｡) 住吉
ｏマー ヤマン ゴト ナー｡ (では, 病気をしないようにねえ｡〈＝お元気で！〉) 増田
ｃ. ＜どうも～～＞失礼
ｏドーモ ナー｡ (まどうも〈＝失礼〉ねえ｡〈＝さようなら〉) 野間
ｄ. ＜お疲れさま＞
ｏオツカレサマ｡ (お疲れさま｡〈＝さようなら〉) 西之
ｏゴクローサマ｡ (ご苦労さま｡〈＝さようなら〉) 西之
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ｅ. ＜お気をつけて＞
ｏキヨ ツケテ ナー｡ (気をつけてねえ｡〈＝さようなら〉) 古田
ｏキヨ ツケテ イカンバ ナー｡ (気をつけて, 行かないと〈＝行きなさいよ｡〉) 古田
ｆ. ＜遊びに来なさい＞
ｏアソビー コイ ナー｡ (〈また〉遊びに来いねえ｡〈＝さようなら〉) 田島
７. 謝辞のあいさつ
ａ. ＜大きに＞
ｏオーキニ｡ (ありがとう！) 国上・古田・浜津脇・田島・西之・島間・住吉・増田・納官・平山
ｏオーキニー｡ (ありがとう！) 島間
ｏオーキン ナー｡ (ありがとうねえ｡) 国上・古田・野間・田島・島間・住吉・納官・平山
ｏオーキニ ナー｡ (ありがとうねえ｡) 国上・立山・浜津脇・野間・西之・増田
ｏドーモ オーキニ ナー｡ (どうもありがとうねえ｡) 野間
ｂ. ＜ありがとう＞
ｏアリガトーゴザイモーシタ｡ (ありがとうございました) (昔) 国上
ｏアリガトー (ゴザイマシタ)｡ (ありがとう (ございました)) 国上・立山・古田・浜津脇・野間・田島・西之・島間
ｏヨー シタ ナー｡ (ありがとうねえ｡) 現和 (物をもらった時のお礼)
８. 仕事から先に帰る時のあいさつ
ｏサキー モドイカラ｡ (先に帰るから！) 国上
ｏサキー モドッカラ｡ (先に帰るから！) 浜津脇
ｏサキー モドリヨルカラ, モー イットキ キバッチェ コイ ヨー｡
(先に帰っていますからもう少しがんばって来いよ！) 増田
ｏオラー ハヨー モドイカラ｡ (私は, 早く〈＝お先に〉帰るから！) 立山
ｏドマー モー モドッカラ｡ (私は, もう帰るから！) 住吉
ｏサキー モドイカラ キバッテ ナー｡ (先に帰るから, がんばってねえ！) 納官
ｏモドッカラ, ヤマン ゴト セー ヨー｡ (帰るから, 疲れないようにしなさいよー！) 西之
ｏサキー イッカラ ナー｡ (先に帰るからねえ｡) 西之
ｏオラー モー サキー イッコイカラ モー イットキ ヤッテコイ｡
(私はもう先に行っていますから少しやって来いよ！) 島間
ｏオサキニ｡ (お先に〈失礼〉) 島間
ｏモー イク ロー｡ (もう, 行くよ！) 西之
ｏダレン ゴト ガンバレ ロー｡ (疲れないように, がんばってねえ！) 野間
ｏダレン ゴト セー ヤ｡ (疲れないようにしろよ！) 立山
ｏモー イットキ キバッテ コイ ヤー｡ (もう少しがんばってこいよ！) 浜津脇
ｏマッ イットキ キバッチェ シチェ コイ｡ (もう少しがんばってして来いよ！) 野間
ｏマー キバレ ナー｡ (まあ, がんばってねえ！) 立山
ｏキバッチェクレー｡ (がんばってください｡) 田島
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ｏワンタチャー キバッテ コイ ヨー｡ (あんたたちは, がんばって来なさいよー！) 国上
ｏワンチャー モー イットキ キバッチェ コイ ヨー｡
(あんたたちは, もうすこしがんばって来いよー！) 住吉
Ｏワンタチャー キバッチェ シチェ コイ ヨナー｡ (あんたたちは, がんばってして来なさいよー！) 茎永
ｏワーモ イッキー コイ ヨー｡ (あんたも, すぐに帰って来いよー！) 茎永
ｏクロー ナラン ウチー カエレ ヤ｡ (暗くならないうちに, 帰りなさいよ！) 野間
ｏヒオ クラサンジー カエッテ コイ ヨー｡
(日暮らしを (暗くならないうちに) しないで, 帰ってきなさいよー！) 島間
ｏハヨー カエラン カイ｡ (早く帰れよー！) 田島
９. 侘びのあいさつ＜謝罪＞
ｏカンニン ナー｡ (堪忍 (＝ごめん) ねえ！) 国上・立山・古田・浜津脇・野間・西之・島間・住吉
ｏカンニン｡ (すみませんねえ！) 増田 (若い人)
ｏスマン ナー｡ (すみませんねえ！) 国上・古田・浜津脇・野間・島間・増田・納官
ｏスマンジャッタ ナー｡ (すみませんでしたねえ！) 国上・立山・住吉・増田
ｏスミモーサンジャッタ ナー｡ (すみませんでしたねえ！) 納官
ｏスンマセン｡ (すみません！) 浜津脇・田島
ｏスマン｡ (すみません！) 田島・島間
ｏスミマセン｡ (すみません！) 田島・島間
ｏスミマセン ナー｡ (すみませんねえ！) 島間
ｏツマラン コトー シテ ナー｡ (よくないことをしてねえ｡ 〈＝すみません！〉) 住吉
ｏゴメン ナー｡ (ごめんねえ！) 国上・古田・浜津脇・野間・島間・増田
ｏゴメン ネー｡ (ごめんねえ！) 田島
ｏゴメン｡ (ごめん！) 住吉
ｏキェーッ ゴメン ナー｡ (まあ〈どうも〉ごめんねえ) 島間
ｏゴメンナサイ｡ (ごめんなさい！) 立山・古田・野間
10. 席・座などを勧める時のあいさつ
ｏココサナー オジャリモーセ｡ (こちらへおいでなさいませ〈＝どうぞ！〉) 増田
ｏハヨー カケー マー｡ (早くかけろよー！) 国上
ｏコケー カケー｡ (ここへかけろ！) 島間
ｏカケラレーバ｡ (こしかけなされ！) 国上
ｏアガラレーバ｡ (お上がりなさい！) 浜津脇
ｏアガレバ｡ (お上がり！) 古田・増田
ｏアガレ ヤ｡ (上がれよ！) 島間・住吉
ｏドーゾ アガレ ヤ｡ (どうぞ上がれよ！) 浜津脇
ｏイットキ アガレ｡ (少し上がれよ！) 古田
ｏアガッチェクレーヤ｡ (お上がり下さい！) 増田
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ｏアガッチェ アソンデ オジャンセ｡ (上がって遊んでいきなさいよ｡) 野間
ｏアガッテ アソベー｡ (上がって遊べ！) 住吉
ｏイラッシャイ アガレー｡ (いらっしゃいお上がり！) 田島
ｏオアガリクダサイ｡ (お上がり下さい！) 野間
ｏエンリョセンデ アガイナサイ｡ (遠慮しないで, お上がりなさい！) 大川
ｏスワッチェ オクランセ｡ (座って下さいませ！) 茎永
ｏスワレ ヤ｡ (座れよ！) 浜津脇
ｏドーゾ コケー スワレ ヤ｡ (どうぞ, こちらへ座れよ！) 島間
ｏドーゾ スワレ ヤ｡ (どうぞ, こちらへ座れよ！) 国上
ｏコシカケー ヤ｡ (腰かけなさい！) 国上
ｏオカケヤンセー｡ (おかけなさいませ！) 大川
ｏユックリ シェー ヤ｡ (〈どうぞ〉ゆっくりなさい！) 島間
ｏソガン エンリョスンナ ヤ｡ (そのように遠慮しなさんな！) 住吉
11. 帰宅を告げる時のあいさつ
ｏイマ ヤッタ ヨ (ヨー)｡ 国上・古田・浜津脇 ←→ ｏイマ ヤッタ カイ｡
(今帰ったよー！) (今でしたか？)
ｏイマ ヤッタ ロー｡ (今でしたよー！) 浜津脇 ←→ ｏゴクローサマ｡ (ご苦労さま！) 浜津脇
ｏイマジャッタ ヨー｡ (今でしたよー！) 野間・住吉・増田
ｏイマジャッ トー｡ (今でしたよー！) 大川
ｏオイ イマ モドッタ｡ (ねえ, 今帰ったぞ！) 田島
ｏイマ モドッ トー｡ (今, 帰ったぞー！) 野間
ｏイマ モドッチェキタ ロー｡ (今帰ってきたよー！) 国上
ｏイマ ヨー｡ (今よー！〈＝ただいま〉) 古田 (若い人の使用)・増田
ｏインマ ヨー｡ (今よー！〈＝ただいま〉) 野間・島間 ←→ ｏオソカッタ ネー｡ (遅かったねえ！) 島間
ｏイマ モドッタ｡ (今帰ったー！) 島間・増田
ｏイマ キタ｡ (今帰った！) 島間
ｏモドッタ ロー｡ (帰ったよー！) 野間
ｏタダイマ｡ (ただいま) 国上・田島・大川
12. 食事の時のあいさつ
ｏイタダキマス｡ (いただきます｡) 国上・野間・田島・島間・住吉・増田・大川
ｏゴッソーニ ナリマス｡ (ごちそうになります｡〈＝いただきます〉) 野間
ｏドーゾ タモイヤンセー｡ (どうぞ, お召し上がり下さい｡) 西之
ｏタモラン カ｡ (食べなさい！) 島間
ｏタモイヤンセー｡ (お召し上がり下さい！) 島間
ｏナニモ ナイケド アガイヤンセ｡ (何もないか？お食べなさい！) 大川
ｏエンリョセンデ タベン カー｡ (遠慮しないで, 食べなか！) 大川
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ｏゴッソーサン｡ (ごちそうさま！) 西之
ｏゴッツォーサン｡ (ごちそうさん！) 国上
ｏゴッソーサマ｡ (ごちそうさま｡) 田島
ｏゴチソーサマ｡ (ごちそうさま｡) 国上・島間
ｏオイシカッタ｡ (おいしかった｡〈＝ごちそうさま〉) 島間
13. 辞退のあいさつ
ｏモー ヨカ｡ (もう, 結構です！) 野間・田島
ｏモー ヨッカラ｡ (もう, いいから！) 国上・浜津脇・野間・島間・大川
ｏシェワー ヤカンジー モー ヨッカラ｡ (世話をやかないで, もう, 結構だから！) 島間
ｏモー ヨカ ロ (ロー)｡ (もう, いいよー！) 国上・浜津脇・野間
ｏオーキニ モー ヨコー｡ (ありがとう｡ もう, いいですよー！) 増田
ｏモー イー ヨ｡ (もう, いいよー！) 田島・島間
ｏヨカ ヤモー｡ (いいよ, もう！) 住吉
ｏヨッカラ｡ (いいから〈＝要らないよ！〉) 住吉
ｏモー ケッコー｡ (もう結構だ！) 大川
ｏキノロク ヤ｡ (気の毒だ〈＝もう, いいです！〉) 島間
ｏシェワヤク ナ｡ (世話をやくな〈＝もう, いいです！〉) 野間
14. 就寝時のあいさつ
ｏサキー ヌイカラ｡ (先にやすむから｡) 国上
ｏサキー ヌン ド｡ (先に寝るよ！) 国上
ｏヌン ロ｡ (寝るよ！) 住吉
ｏサー ヌン ド｡ (さあ, 寝るよ！) 増田
ｏニョー モ｡ (寝るよもう！) 住吉
ｏサキニ ネル ヨ｡ (先に寝るよ！) 島間
ｏサキー ネルカラ｡ (先に寝るから！) 野間
ｏモー ネン ドー｡ (もう, 寝ますよー！) 古田
ｏモー ネン ロ (ロー)｡ (もう, 寝ますよー！) 浜津脇
ｏモー ネヨー｡ (もう, 寝よう｡) 住吉
ｏモー ヤスムカラ｡ (もう, やすむから｡) 古田
ｏモー ヨコワンバジャ｡ (もう, やすまないと！〈＝やすもう〉) 増田
ｏモー オヤスミ ナー｡ (もう, おやすみなさいよー！) 西之
ｏオヤスミナサイ｡ (おやすみなさい！) 島間
15. 結婚式・宴に招かれてのあいさつ
ｏキョーワ ヨイコビガ アイチューテ オメデトーゴザイマス｡
(きょうは, お慶び〈＝結婚式〉があるって…おめでとうございます｡) 国上
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ｏキョーワ オイワイガ アッチェ オメデトーゴザリモーシタ｡
(きょうは, お祝い〈＝結婚式の〉あって, おめでとうございました｡) 増田
ｏキョーワ ヨカ ヒニ ナッテ オメデトーゴザイマス｡
(きょうは, 良い日〈＝結婚の〉になっておめでとうございます｡) 古田
ｏキョーワ ヨイ ヒデ オメデトーゴザイマス｡
(きょうは, 良い日〈＝結婚の〉でおめでとうございます｡) 島間・現和
ｏキョーワ アメモ フランジー ヨカ テンキー ナリマシタ ナー｡
(きょうは, 雨も降らずに良い天気になりましたねえ) 野間
ｏキョーワ ヨカ ホーデ ゴザイモース キリャー｡
(きょうは, 良い方〈＝結婚式〉でございますねえ｡) 茎永
ｏキョーワ オメデトーゴザイマス｡ (きょうは, おめでとうございます｡) 浜津脇・田島・大川
ｏオメデトー ヨカッタ ナー｡ (おめでとう｡よかったですねえ｡) 住吉
ｏオメデトーゴザイマス｡ (おめでとうございます) 野間
ｏヨカ コオ モロータ ナー｡ (よい子〈＝お嫁さん〉をもらいましたねえ｡) 平山
16. 弔問のあいさつ
ｏザンネンヂャッタ ナー｡ (残念でしたねえ｡) 国上
ｏゲンキー ナラズニ ザンネンヂャッタ ナー｡ (元気にならずに残念でしたねえ｡) 増田
ｏカナシューナッタ ナー｡ (〈亡くなって〉悲しくなったねえ｡) 国上
ｏコノ タビワ ツマラン コトデ・・・｡ (この度は, とんでもないことで〈＝死去をいたんで〉) 島間
ｏツマラン コトヤッタ ナー｡ (たいへんなことでしたねえ｡) 国上・浜津脇
ｏツマラン コトジャッタ ナー｡ (たいへんなことでしたねえ) 野間
ｏツマランジャッタ ケラー｡ (たいへんだったことですねえ！) 住吉
ｏツマランカッタ ナー｡ (たいへんでしたねえ｡) 田島・現和
ｏツマラン コトガ アイモシタ ナー｡ (たいへんなことがありましたねえ｡) 茎永
ｏイケン コトガ ゴザイマシタ ナー｡ (よくなっことがあありましねえ｡) 茎永
ｏイケンジャッタ ナー｡ (ダメでしたねえ｡) 野間・大川・平山
ｏヤッパイ イケンジージャッタ ナー｡ (やっぱり, ダメでしたねえ｡) 島間
ｏイケンジャッタ ケラーナー｡ (ダメだったんですねえ｡) 住吉
ｏイケンジャッタ チューナー｡ (ダメだったんですねえ｡) 国上・増田
ｏイケンジャッタ バッテー～｡ (ダメだったんですって…！) 野間
ｏイケンヤッタ キリャー｡ (ダメだったんですねえ！) 古田
ｏモー イッタ キリャーナー｡ (もう, お亡くなりなさったことですねえ) 古田
ｏゴーラシ ナー｡ (かわいそうにねえ！) 野間
ｏゴーラシナゲー ナー｡ (かわいそうにねえ) 住吉
ｏコノ タビワ サミシー コトニ ナリマシタ ナー｡ (この度は, さみしくっことなりましたねえ｡) 納官
ｏタイヘンナ コテー ナッタ ナー｡ (たいへんなことになったねえ｡) 島間
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ｏタイヘンジャッタ ナー｡ (たいへんでしたねえ) 西之
ｏホントニ マー タイヘンジャッタ ナー｡ (ほんとうにまあたいへんでしたねえ) 増田
ｏフコーガ アッテ タイヘンジャッタ ナー｡ (不幸があってたいへんでしたねえ｡) 野間
ｏウンメージャッタ ナー｡ (運命でしたねえ｡) 野間
＊○(資料について)
文表現例の表示は, カタカナによる音声記述とし, 高低アクセントを核表示 ( ) で, 文末声調を ( ) で示す｡
共通語訳については, ( ) に示し, 意訳を〈 〉で示す｡    
今回は, 過去３年間の成果を, 上述のように, 調査結果一覧として, 示すことにした｡ これだけ
でも, あいさつ表現の地域性や旧形式の消長など, 気づきは, いくつも指摘が可能である｡ が, こ
れにつづく詳しい分析・考察は, 次回に譲ることにする｡    
(注１) 『志學館大学人間関係学部研究紀要』 第25号 第１号 所収 2004
(注２) 『種子島方言の文表現研究』 (広島大学修士学位論文  53～ 75) 1977    
藤原与一： 『方言研究叢書 第６巻 方言文表現法』 三弥井書店刊 1976
藤原与一： 『続昭和 (→平成) 日本語方言の総合的研究
第３巻 あいさつことばの世界』 武蔵野書院 1990    
2003年から2005年までの, ３年間のフィールド・ワークで, 種子島全島域の多くの教示者 (就中, 80～90歳代の
高年層の方々) にご協力いただいた｡ ここに記して, 感謝の意を表します｡
(2008年12月３日 受理)
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